
２２０１７年６月号

　平成５年に制定された「環境基本法」においては、６月５日を「環境の日」と定め、　６月１日

からの１ヶ月間を「環境月間」として設定しています。

    占冠村では平成７年１０月５日、「国際環境観光会議」を開催し、この雄大な自然環境を貴重な財産

として次代に受け継ぐことを宣言しています。

　　

■社会全体で環境保全！
　　

　廃棄物や地球温暖化などの今日の環境問題は、日常のくらしや事業活動と密接に関わっていま

す。これらを解決するために、ごみの分別・再資源化・減量化、不法投棄の根絶など社会全体が一

体となって環境保全活動に取り組む必要があります。

■不法投棄は犯罪です！
　　

　ごみの不法投棄は、地域の美観を損ね、時には自然環境にも深刻な影響を与える場合があり、安

全で快適な生活環境を脅かすことになります。

　捨てた人が特定できないごみの処分は、基本的には土地の所有者（管理者）が処分しなければな

らず、一部の心ない違法者のために多くの方が迷惑を被ることは、絶対に許されるものではありま

せん。

 　不法投棄に対しては厳しい罰則規定があり、違反した者は法律に基づき、５年以下の懲役

若しくは1,000万円以下の罰金（併科される場合もあります）に処されること になります。

６月５日は環境の日

不法投棄は絶対にダメ！

■不法投棄を発見した時は、直ちに連絡してください！
   　

　　役場産業建設課環境衛生担当　電話　５６－２１７３
     富良野警察署占冠駐在所　　　電話　５６－２１１０

※実際に村で不法投棄があっ

たものです。雪の上に液晶テ

レビが投棄されていました。

　不要なものは適正なごみの

分別により処分してください。
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平
成
　
年
度

２９

行
政
区
長
紹
介

４
月
　
日
に
行
政
区
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
行

２６

政
区
長
へ
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
と
行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
を
担
っ
て

い
た
だ
く
行
政
区
長
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

民
生
委
員
制
度
は
、
大
正
６
年
に

岡
山
県
で
創
設
さ
れ
た
「
 済
世
 顧
問

さ
い
せ
い

制
度
」
に
始
ま
り
、
今
年
で
１
０
０

周
年
を
迎
え
ま
す
。
民
生
委
員
・
児

童
委
員
は
、様
々
な
活
動
を
通
じ
て
、

皆
様
の
安
心
を
支
え
て
い
ま
す
。

＜

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手＞

民
生
委
員
児
童
委
員
は
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
地

方
公
務
員
で
す
。
給
与
の
支
給
は
な

く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
占
冠

村
で
は
９
名
（
う
ち
２
名
は
主
任
児

童
委
員
）
の
委
員
が
活
動
し
て
い
ま

す
。村

民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
、
常
に
住
民
の
立
場
に
立
ち
、
生

活
上
の
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
な
ど

の
相
談
に
広
く
応
じ
る
と
と
も
に
、

行
政
や
専
門
機
関
へ
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
、
関
係
行
政
機
関
の
業
務
に
も

協
力
し
て
い
ま
す
。

個
人
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と
や

悩
み
ご
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
近
く
の
民
生
委
員
児
童
委
員
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
育
児
･
教
育
の
こ
と
】

○
育
児
や
し
つ
け
に
関
す
る
こ
と

○
い
じ
め
や
不
登
校
に
関
す
る
こ
と

○
学
校
生
活
の
悩
み
に
関
す
る
こ
と

○
非
行
に
関
す
る
こ
と

○
児
童
虐
待
に
関
す
る
こ
と

【
そ
の
他
】

○
心
身
の
疾
病
や
障
が
い
に
関
す
る

相
談
等

■
占
冠
村
民
生
委
員
児
童
委
員

　
鈴
木
　
雅
士
さ
ん
（
中
央
第
二
）

　
熊
崎
　
幸
雄
さ
ん
（
宮
　
下
）

　
窪
田
　
敏
雄
さ
ん
（
本
　
通
）

　
児
玉
　
仁
子
さ
ん
（
千
　
歳
）

　
大
和
　
妙
子
さ
ん
（
占
冠
第
一
）

　
大
沼
八
惠
子
さ
ん
（
占
冠
市
街
）

　
坂
口
　
　
誠
さ
ん
（
上
ト
マ
ム
）

　
※
（
　
）
内
は
住
所

■
主
任
児
童
委
員

　
江
頭
　
恵
美
さ
ん
（
上
ト
マ
ム
）

　
長
瀬
　
明
美
さ
ん
（
千
　
歳
）

　
※
（
　
）
内
は
住
所

◎
子
ど
も
の
こ
と
を
専
門
に
担

当
し
活
動
し
ま
す

■
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

　
　
　
電
話
　
　
‐
２
１
２
２

５６

～
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
共
に

～
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
共
に
～～

民
生
委
員
制
度
が
今
年
で

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す

【
暮
ら
し
の
こ
と
】

○
住
ま
い
に
関
す
る
こ
と

○
近
所
付
き
合
い
に
関
す
る
こ
と

○
生
活
費
に
関
す
る
こ
と

○
生
活
福
祉
資
金
な
ど
各
種
貸
付
制

度
の
利
用
に
関
す
る
こ
と

○
生
活
保
護
に
関
す
る
こ
と

○
遊
び
場
、
通
学
路
な
ど
の
危
険
箇

所
に
関
す
る
こ
と

○
公
害
や
環
境
衛
生
に
関
す
る
こ
と

【
在
宅
生
活
に
関
す
る
こ
と
】

○
毎
日
の
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護
で
困
っ
て
い
る
こ
と

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る

こ
と

○
介
護
保
険
制
度
に
関
す
る
こ
と

○
施
設
利
用
に
関
す
る
こ
と

　（
小
規
模
多
機
能
施
設
な
ど
）

【
家
族
関
係
の
こ
と
】

○
結
婚
、
離
婚
に
関
す
る
こ
と

○
親
子
関
係
に
関
す
る
こ
と

○
扶
養
に
関
す
る
こ
と

○
相
続
に
関
す
る
こ
と

■
上
双
珠

■
上
双
珠
別別

　
高
桑
　
富
一
　
さ
ん

■
下
双
珠

■
下
双
珠
別別

　
熊
崎
　
　
正
　
さ
ん

■
中
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第

■
中
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第
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鈴
木
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■
宮
■
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さ
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■
本
■
本
　
　
通通

　
長
谷
川
　
耿
聰
さ
ん

■
千
■
千
　
　
歳歳

　
児
玉
　
眞
澄
　
さ
ん

■
高
■
高
　
　
台台

　
藤
本
　
重
克
　
さ
ん

■
美
■
美
　
　
園園

　
清
水
野
　
克
治
さ
ん

■
占
冠
第

■
占
冠
第
一一

　
丸
瀬
　
光
夫
　
さ
ん

■
占
冠
市

■
占
冠
市
街街

　
山
崎
　
正
紀
　
さ
ん

■
上
ト
マ
ム
第

■
上
ト
マ
ム
第
一一

　
江
頭
　
謙
一
郎
さ
ん

■
上
ト
マ
ム
第

■
上
ト
マ
ム
第
二二

　
安
居
　
明
美
　
さ
ん

■
中
ト
マ

■
中
ト
マ
ムム

　
久
我
　
正
志
　
さ
ん

一
年
間
よ
ろ
し

一
年
間
よ
ろ
し
くく

お
願
い
し
ま

　
　
お
願
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し
ま
すす
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